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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： わが国における看取りへの視座 

            ―宗教者によるケアの臨床哲学的探求から― 

 学位申請者 日髙 悠登 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 浜渦 辰二 

  副査 大阪大学教授 堀江 剛 

  副査 大阪大学准教授  本間 直樹  

【論文内容の要旨】 

 本論文は、日本国内の宗教的基盤を有した終末期医療施設である（キリスト教系）ホスピスと（仏教系）ビハー

ラの宗教者によるケアの現状と特徴を中心に考察することにより、我が国の看取りの将来像を再考することを目

的としている。

 序章「本研究の臨床哲学的射程」では、筆者なりの臨床哲学の理解に基いて、宗教者によるケアを考察するに

は、宗教学だけでなく死生を考察する哲学が不可欠と考え、先行研究による歴史的・理論的考察のみならず、終末

期医療現場における宗教者へのインタビューも加えて多角的に論ずるとともに、看取りの歴史にも眼差しを向け

て、過去と現在から未来へと目をむける姿勢を示した。

 第１章「看取りの学術的背景」では、人間としての尊厳を保った死を迎えられるのか、私たちはどこでどのよう

にして安心した最期を迎えられるのか、という問いを中心に、宗教的基盤のあるホスピスとビハーラという宗教

的医療施設で最期を迎えるという選択肢について、哲学的・歴史的背景とともに社会的背景をまとめた。

 第２章「先行研究の検討」では、 スピリチュアルケア関連研究、 ホスピス関連研究、 ビハーラ関連研究、

ホスピスとビハーラ比較研究という４つの観点で先行研究を検討し、先行研究の到達点とともに不十分なとこ

ろを確認することによって、非実践者かつ非宗教者である筆者により、宗教者の実践活動の肯定的な側面ととも

に否定的な側面も冷静に捉えることができるという、本研究のオリジナリティがどこにあるかを示した。

 第３章「見取りの宗教的形態––「臨終行儀」再考」では、日本中世の源信の著『往生要集』に基いて、僧侶によ

り行われていた看取りである臨終行儀を、そのうちに含まれた看護行為と宗教行為に従って分析し、浄土か地獄

かによる死の価値付けという〈差別化〉が行われていたことを指摘し、それを現代においては、一般病院における

最期、孤独死、自宅での往生、終末期医療施設での看取りなど、多くの死のあり方による〈選択化〉が行われてい

ることと対比させた。

 第４章「狭間のケア提供者たち––チャプレンとビハーラ僧を例に」では、チャプレンとビハーラ僧へのインタ

ビュー調査により、彼らのケア観を考察し、彼らが医療における肯定的側面と否定的側面の狭間、社会的なものと

医療的なものとの狭間など、さまざまな狭間でケアを提供しているいう実態を浮かび上がらせた。



 第５章「看取りの再考」では、「自ら思考し、現場に踏み入れ、発見し、獲得したものを練り上げ、社会へ還元

していく」臨床哲学を〈隣生哲学〉として捉え直し、リンギス（現代米国の哲学者）の「死にゆく者とその傍に居

ようと努める者との関係」をめぐる思想を手掛かりに看取りを再考し、「宗教者一人ひとりが看取りの協働を可能

とする〈間主観的ケア観〉」を提示した。

 第６章「結論」では、これまでの議論を振り返ったうえで、「看取りは、自己と他者との間において、ケアとい

う行為を介して形成される生の実践的な哲学」であるとして、「死を見つめ直す感性を養うという意味で、深淵に

迫る営み」として「看取りの哲学」の必要性を説いた。

 全体の分量としては、Ａ４判横書きで 166ページ、400 字詰め原稿用紙に換算して、約 466 枚に相当する。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、現代における「看取り」の問題、とりわけ宗教者によるケアの課題を、歴史文献や実践者へのインタ

ビューを交差させる形で幅広い視野から多角的に考察したところに特徴がある。特に、宗教者による看取りを（死

を遠ざけようとする医療・社会と、それでも死に向かい合わねばならない人間との間の）「狭間のケア」の問題と

して浮き彫りにした点や、伝統的宗教とは異なる視点からスピリチュアリティについてヒンギスの思想を手掛か

りに論じた点など、従来の医療や宗教の側面だけからのスピリチュアルケア論とは異なる独自な視点として評価

することができる。 

 公開審査会では、日本語の先行研究については詳細にフォローされているものの、外国語の先行研究の渉猟が

おろそかになっているのではないか、また、「死の差別化／死の選択化」「貴死社会／棄死社会」「間主観的ケア観」

「隣生哲学」など、独自な造語を十分な説明のないままに多用するあまり、事柄に対する正確な説明・分析に欠け

ているのではないか、といった疑問や、ポスト宗教における宗教性を考察するうえで重要な意味をもつと思われ

るヒンギスの思想が表層的にしか論じられていないのが残念だ、実践者の実相に迫るインタビューによってその

実践の哲学的な解釈と意義づけがなされるまでには今後の研究における一層の取り組みが期待される、といった

指摘もされた。 

しかし、これらの疑問は、今後取り組むべき課題を示すものであり、本論文の本質的な価値を損なうものでは

ない。本論文が、「看取りにおける宗教者のケア」という問題を宗教学・歴史学・社会学・哲学が交差する、独

自の臨床哲学の観点から考察したという点において、評価に値するものとして意見は一致した。

 よって、本論文を博士（学術）の学位にふさわしいものと認定する。 


